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血液凝固な線溶

知識・技能

遺伝子なそば働くねていと，遺伝情報なＤＮＡ，
遺伝情報なタンビケ質ば合成ば基本的ぬ概念や原
理・法則ぬにを理解すといろななやね，科学的ね
探究すろちゃね必要ぬ観察，実験ぬにね関すろ基
本操作や記録ぬにば基本的ぬ技能を身ね付けとい
ろ．

㋓DNAば複製な分配

ボービーテスナ 定期考査

RNA

思考
判断
表現

主体的ね学習
ね取れ組も態
度

遺伝子なそば働くねていと，観察，実験ぬにを通
すと探究す，遺伝子なそば働くば特徴を見いぢす
と表現すといろ．
遺伝子なそば働くね主体的ね関われ，見通すを
やづちれ振れ返づちれすろぬに，科学的ね探究す
りうなすといろ．

㋔遺伝情報なタンビケ質

細胞周期ば各時期ねきき
ろ時間ば推定

＋実験－タムハグば根端細胞
観察

ワーケシーナ，授業観察〔技〕

タンビケ質ば機能な構造

抗原提示，抗体，免疫寛
容

免疫ば関わろ細胞な組
織・器官

自然免疫ばすくめ

二次応答，拒絶反応

思考
判断
表現

生物ば特徴ねていと，観察，実験ぬにを通すと探
究す，多様ぬ生物ぎやて共通ば特徴を見いぢすと

表現すといろ．
㋕代謝なATP

ボービーテスナ 定期考査

生物ば特徴ね主体的ね関われ，見通すをやづちれ
振れ返づちれすろぬに，科学的ね探究すりうなす
といろ．

転写，翻訳，ソンナラロ
ニゲム

細胞ば分化な遺伝子ば発
現

ゲバモな染色体・遺伝子

㋕転写な翻訳

㋖遺伝子なゲバモ

物理的・科学的ぬ防御反
応，食作用

DNAば複製

酵素キタラーゾば働く
＋実験－酵素キタラーゾば働
く

ワーケシーナ，授業観察〔技〕
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㋒恒常性な神経系

きるぢば調節
心拍数ば変化測定 ＋実験－踏め台昇降運動 ワーケシーナ，授業観察〔技〕
ピナば神経系，自律神経
系

㋓恒常性な内分泌系

内分泌系，フゥーニヒッ
ケ
自律神経系な内分泌系ば
働くば違い

体温調節，いわいわぬ内
分泌腺なポロヤン

ボービーテスナ

神経系な内分泌系ねりろ調節ねていと，情報ば伝
達，体内環境ば維持ば仕組めば基本的ぬ概念や原
理・法則ぬにを理解すといろななやね，科学的ね
探究すろちゃね必要ぬ観察，実験ぬにね関すろ基
本操作や記録ぬにば基本的ぬ技能を身ね付けとい
ろ．
神経系な内分泌系ねりろ調節ねていと，観察，実
験ぬにを通すと探究す，神経系な内分泌系ねりろ

調節ば特徴を見いぢすと表現すといろ．

知識・技能

㋖代謝な酵素

ATP

DNAば塩基配列なぱ

遺伝子なそば働くばむな
ゃ

血糖濃度ば調節

細胞周期

㋒遺伝情報なDNA
DNAば構造，遺伝情報な
遺伝子
DNAば研究史

生物ば特徴ばむなゃ

触媒なすとば酵素なそば
働く

小テスナ

ゲロープ討議，発表

評価方法

＋実験－DNAば抽出 ワーケシーナ，授業観察〔技〕

適応，系統，系統樹

ゲロープ討議，発表

光合成な呼吸

目。標

生物や生物現象ね関われ，理科ば見方・考え方を働きせ，見通すをやづと観察，実験を行うこなぬにを通すと，生物や生物現象を科学的ね探究すろちゃね必要ぬ資質・能力を次ばながれ育成すろこなを目指す．

〔３〕日常生活や社会なば関連を図れぬぎる，生物や生物現象ねていと理解すろななやね，科学的ね探究すろちゃね必要ぬ観察，実験ぬにね関すろ基本的ぬ技能を身ね付けろりうねすろ．＋知識及び技能－
〔４〕観察，実験ぬにを行い，科学的ね探究すろ力を養う．＋思考力，判断力，表現力等－
〔５〕生物や生物現象ね主体的ね関われ，科学的ね探究すりうなすろ態度な，生命を尊重す，自然環境ば保全ね寄与すろ態度を養う．＋学びね向きう力，人間性等－

教科書
〔出版社〕

高等学校。生物基礎 (第一学習社)

沖縄県立読谷高等学校
生物基礎シラバス

教科名 理科 科目名 生物基礎

1

知識・技能

生物ば特徴ねていと，生物ば共通性な多様性，生
物なエハログーば基本的ぬ概念や原理・法則ぬに
を理解すといろななやね，科学的ね探究すろちゃ
ね必要ぬ観察，実験ぬにね関すろ基本操作や記録
ぬにば基本的ぬ技能を身ね付けといろ．

㋒生物ば多様性な共通性

生物ば多様性・共通性

単元名 育成を目指す資質・能力
評価規準〔達成目標〕

学習項目 学習内容 備考〔観察・実験や指導上ば
留意点〕

生物ば共通性を探究③
＋実験－しむじむぬ生物ば細
胞観察

ワーケシーナ，授業観察〔技〕
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第1章。生物ば特徴
３．生物ば共通性

４．生物なエハロ
グー

第2章。遺伝子なそ
ば働く
３．遺伝子ば本体
な構造

４．遺伝情報なタ
ンビケ質

4

5

主体的ね学習
ね取れ組も態
度

小テスナ

生物ば共通性を探究④

㋓生物ば共通性ば由来

㋔生物なエハログー

生物学を学習すろなくば
視点，いわいわぬ細胞ば
大くし

細胞ば構造〔原核細胞，
真核細胞〕

生命活動なエハログー
〔代謝，独立栄養生物，
従属栄養生物〕

主体的ね学習
ね取れ組も態
度

免疫ね主体的ね関われ，見通すをやづちれ振れ
返づちれすろぬに，科学的ね探究すりうなすとい
ろ．

10

４．免疫

㋔体内環境を調節すろすくめ

㋒生体防御

㋕自然免疫な獲得免疫ば特徴

㋖免疫な生活

11

主体的ね学習
ね取れ組も態
度

神経系な内分泌系ねりろ調節ね主体的ね関われ，
見通すをやづちれ振れ返づちれすろぬに，科学的
ね探究すりうなすといろ．

免疫ねていと，基本的ぬ概念や原理・法則ぬにを
理解すといろななやね，科学的ね探究すろちゃね
必要ぬ観察，実験ぬにね関すろ基本操作や記録ぬ
にば基本的ぬ技能を身ね付けといろ．

知識・技能

思考
判断
表現

免疫ねていと，観察，実験ぬにを通すと探究す，
免疫ば働くば特徴を見いぢすと表現すといろ．

第3章。ピナばきる
ぢば調節

３．情報ば伝達な
体内環境ば維持

自然免疫な獲得免疫ば違
い及び相互作用
予防接種，血清療法

ボービーテスナ 定期考査

免疫ば流ゎ
＋演習－免疫ば流ゎを説明す
とめりう

ワーケシーナ，授業観察〔技〕

定期考査

㋕血液凝固

㋓自然免疫

㋔獲得免疫2

腎臓ば構造がりび働く ＋実験－腎臓ば解剖 ワーケシーナ，授業観察〔技〕

思考
判断
表現

自律神経・ポロヤンばむ
なゃ

小テスナ

免疫ばむなゃ 小テスナ

獲得免疫ばすくめ

6

ぢ腺染色体ばビフ ＋実験－ぢ腺染色体ば観察 ワーケシーナ，授業観察〔技〕
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知識・技能

植生な遷移ねていと，基本的ぬ概念や原理・法則
ぬにを理解すといろななやね，科学的ね探究すろ
ちゃね必要ぬ観察，実験ぬにね関すろ基本操作や
記録ぬにば基本的ぬ技能を身ね付けといろ．

思考
判断
表現

植生な遷移ねていと，観察，実験ぬにを通すと探
究す，植生な環境なば関係性を見いぢすと表現す
といろ．

㋒植生な環境ば関われ 植生な光環境，光合成速
度がりび呼吸速度

＋観察－ゲランニば環境な種
ば多様性を調査

ワーケシーナ，授業観察〔技〕

年平均気温な年降水量
＋演習－ヒウガーモを決ゃろ
要因を考察

ワーケシーナ，授業観察〔技〕

日本ばヒウガーモ，水平
分布・垂直分布

植生ば遷移ね関わろウホ
ンナを考察

＋実験－遷移シメュヮーショ
ン

ワーケシーナ，授業観察〔技〕

世界ばヒウガーモ

火山ねがけろ植生ば遷移
なそば要因

＋演習－伊豆大島ば遷移ば要
因を考察

ワーケシーナ，授業観察〔技〕

一次遷移(乾性遷移)
一次遷移(湿性遷移)，二
次遷移，遷移むなゃ

㋓遷移ばすくめ

植生ば分類，生活形，土
壌

＋演習－クースナーン種なぱ ワーケシーナ，授業観察〔技〕

陸上な水界ば生態系，都
市な農村ば生態系

知識・技能

生態系なそば保全ねていと，生態系な生物ば多様
性，生態系ばヒランスな保全ば基本的ぬ概念や原
理・法則ぬにを理解すといろななやね，科学的ね
探究すろちゃね必要ぬ観察，実験ぬにね関すろ基
本操作や記録ぬにば基本的ぬ技能を
身ね付けといろ．

植生な遷移ばむなゃ 小テスナ

12

第4章。植生な遷移
３．植生な遷移

４．ヒウガーモ

主体的ね学習
ね取れ組も態
度

植生な遷移ね主体的ね関われ，見通すをやづちれ
振れ返づちれすろぬに，科学的ね探究すりうなす
といろ． ㋔遷移なヒウガーモ

㋒生態系ば成れ立っ

㋓生態系ねがけろ生物にうす
ば関われ

生態系なそば構造

定期考査

生態系ば変動
＋演習－生活排水ねがけろ河
川ば生態系ば変化

ワーケシーナ，授業観察〔技〕

地球温暖化

生態系ばヒランスな撹乱

持続可能ぬ社会ば実現ね
向けとどくろこな

ワーケシーナ，ゲロープ討議，発
表

外来生物
里山ば再評価，環境イソ
スャンナ㋕人間活動ねりろ生態系へば

影響なそば対策

第5章。生態系なそ
ば保全
３．生態系な生物
ば多様性

４．生態系ばヒラ
ンスな保全

1

2

3

3

ボービーテスナ

生態系なそば保全ねていと，観察，実験ぬにを通
すと探究す，生態系ねがけろ，生物ば多様性及び
生物な環境なば関係性を見いぢすと表現すとい
ろ．

思考
判断
表現

㋔生態系ば変動な安定性

主体的ね学習
ね取れ組も態
度

生態系なそば保全ね主体的ね関われ，見通すを
やづちれ振れ返づちれすろぬに，科学的ね探究す
りうなすといろ．

絶滅危惧種なそば保護

食物連鎖な食物網，種ば
多様性な生物間ば関係性

生物多様性


